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学中央雑誌Ｗ eb を用いて 1983 ～ 2008 年までの文献を
対象にした。検索キーワードおよびキーワードにヒッ
トした文献数は「radiation therapy（253,791 件）/ 放
射線療法（62,295 件）」「sense organ system adverse 





A Reviw of the Literature of Sense Organ System Adverse Eﬀ ect and
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件）/ 口腔内乾燥（9,359 件）」「oral mucositis（20,069
件）/ 口腔粘膜炎（32 件）」「food characteristics（０
件）/食物特性（１件）」「texture（9,789 件）/食感（42
件）」「seasoning（172 件）/ 味付け（228 件）」「the 
temperature of the meal（1,294 件）/ 食事の温度（５
件）」「the oder of the meal（58 件）/食事の匂い（１
件）」「serving style（148 件）/食形態（173 件）」「the 









































から 20Gy までに味覚障害が出現し、40 ～ 60Gy に最も
その症状が強くなる 15）－ 16）。さらに味覚回復時期は、照
射終了後の30～ 120日（平均70日）とされている 17）－18）。


































期は 40 ～ 60Gy とされている 22）－ 23）。口腔内乾燥症状の
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回復は、３年以上経過しても治癒しないという報告が主




























































































































































































































































































味付け /温度 /匂い /食形態に関する特徴を示した。今
後は、感覚器系有害反応の症状が形成する多重的変化に
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について検討する必要がある。
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